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一

一
九
三
〇
年

一
九
五
三
年

（
昭
和
五
年
）

（
昭
和
二
八
年
）

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）

一
九
八
三
年

一
九
八
八
年

一
九
九
四
年

（
昭
和
五
八
年
）

（
昭
和
六
三
年
）

（
平
成
六
年
）

東
京
市
に
生
ま
れ
る
。

慶
磨
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
中
退
後
、

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
。

慶
磨
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
進
学
、
博
士
課
程
を
経
て
、

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
副
手
就
任
。

以
後
助
手
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
就
任
。

学
生
部
大
学
生
活
懇
談
会
委
員
長
な
ど
歴
任
し
、

慶
磨
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
i
副
所
長
。

慶
慮
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
i
所
長
就
任
。

三
月
末
、
慶
磨
義
塾
を
選
択
定
年
し
、
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
新
設
の
新
潟
国
際
情
報
大
学
学
長
に
就
任
。

　
　
な
お
、
こ
の
間
一
九
五
九
年
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
議
会
研
究
員
（
コ
ン
グ
レ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ェ
ロ
i
）
と
し
て
、
ワ
シ

　
ン
ト
ン
に
滞
在
。
ま
た
一
九
六
九
年
に
は
文
部
省
派
遣
教
官
と
し
て
琉
球
大
学
に
て
集
中
講
義
を
行
な
う
。
本
塾
法
学
部
で
は
比
較
政
治
を
講
じ
、

　
さ
ら
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
立
教
大
学
法
学
部
と
の
縁
が
深
い
。
日
本
政
治
学
会
の
理
事
を
長
く
勤
め
、
ま
た
国
連
大
学
の
グ
ロ
ー

　
バ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
に
も
永
年
携
わ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
］
九
九
四
年
四
月
に
発
足
し
た
新
潟
国
際
情
報
大
学
の
設
立
準
備
の
た
め
、
一
九
九

　
〇
年
五
月
よ
り
そ
の
学
長
予
定
者
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
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一

一
『
政
治
的
な
も
の
の
今
」
（
編
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
嶺
書
房
　
一
九
九
一
年
　
一

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
〇
年
　
・

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年
一

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
　
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
O
年
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
O
年
　
㎜

㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年
　
｝

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
　
一

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年
一

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年
　
｝

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年
　
皿

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
　
［

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
潮
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん
が
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
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閣
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日
本
放
送
出
版
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
出
版
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
書
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一
二
一
童
旦
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
嶺
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
嶺
書
房
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斐
閣
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三
嶺
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
嶺
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
嶺
書
房

　
『
現
代
社
会
と
政
治
体
系
』
（
共
編
著
）

　
『
政
治
発
展
の
理
論
と
構
造
」

　
「
第
三
世
界
と
現
代
政
治
学
』

　
『
現
代
政
治
学
の
基
礎
知
識
』
（
共
編
著
）

　
『
政
治
学
を
学
ぶ
』
（
共
編
著
）

　
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
構
造
」
（
共
編
著
）

　
『
政
治
思
想
史
の
基
礎
知
識
」
（
共
編
著
）

　
『
政
治
文
化
と
政
治
変
動
』

　
『
政
治
学
に
お
け
る
現
代
』

　
『
政
治
に
お
け
る
理
想
と
現
実
』

　
『
政
治
学
へ
の
発
想
」
（
共
著
）

　
『
民
族
の
基
層
』

　
「
国
際
人
の
条
件
』
（
編
著
）

　
『
一
五
〇
年
目
の
福
澤
諭
吉
」
（
共
編
著
）

　
「
昭
和
同
時
代
を
生
き
る
」
（
共
編
著
）

　
『
講
座
政
治
学
』
全
五
巻
（
共
編
著
）

　
『
日
本
の
政
治
環
境
』

　
「
比
較
政
治
考
』

「
I
I
I
I
i
！
I
I
I
I
I
I
l
I
I
I
ー
ー
I
I
I
I
I
I
ー
ー
I
I
I
I
I
1
1
－
I
I
I
l
I
I
1
1
－
I
I
I
I
I
I
I
I
－
I
I
I
－
I
l
I
I
I
l

ー
ー
ー
I
I
I
I
I
I
I
I
ー
ー
I
I
I
I
l
－
I
I
I
I
I
I
I
l
I
I
I
ー
ー
ー
I
I
l
l
－
t
I
I
I
I
l
－
I
I
I
I
I
ー
ー
」
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「
1
ー
ー
I
I
I
I
r
l
I
I
I
t
I
I
－

I
I
－
l
I
I
I
－
I
I
I
r
I
l
I
－

I
l
I
－
I
I
l
I
－
I
I
l
I
－
I
I
ー
ー
r
I
I
－
r
l
I
！
ー

l
I
I
－
I
I
I

－
I
I
－
I
I
I
－
I
I
I
r
l
I
I
－
I
I
I
I
I
－
I
I
I
I
－
l
I
I
ー
ー
1
－
r
l
I
I
－
I
I
I
－
1
ー
」

内山秀夫教授略歴・主要著作目録

　

一
「
私
立
の
立
場
か
ら
』

一一一「

二
、
翻
訳

S
・
M
・
リ
プ
セ
ッ
ト
著
『
政
治
の
な
か
の
人
間
」

B
・
E
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
「
比
較
政
治
学
の
新
動
向
』

D
・
E
・
ア
プ
タ
ー
著
「
近
代
化
の
政
治
学
」
上
下

C
・
E
・
ブ
ラ
ッ
ク
著
　
「
近
代
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
』
（
共
訳
）

S
・
M
・
リ
プ
セ
ッ
ト
編
『
学
生
と
政
治
」
（
共
訳
）

S
・
N
・
ア
イ
ゼ
ン
ス
タ
ッ
ト
著
「
近
代
化
の
挫
折
』
（
共
訳
）

1
・
デ
・
ソ
ラ
・
プ
ー
ル
編
『
現
代
政
治
学
の
思
想
と
方
法
』
（
共
訳
）

R
・
A
・
ダ
ー
ル
著
「
民
主
主
義
理
論
の
基
礎
』

F
・
ノ
イ
マ
ン
他
著
『
政
治
権
力
と
人
間
の
自
由
」
（
共
訳
）

S
・
M
・
リ
プ
セ
ッ
ト
著
『
国
民
形
成
の
歴
史
社
会
学
』
（
共
訳
）

E
・
E
・
シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
著
『
半
主
権
人
民
』

B
・
ク
リ
ッ
ク
著
『
現
代
政
治
学
の
系
譜
」
（
共
訳
）

H
・
ユ
ー
ロ
ー
著
『
行
動
政
治
学
の
基
礎
』

J
・
オ
ー
ル
マ
ン
著
『
創
造
の
政
治
学
』
（
共
訳
）

L
・
W
・
ミ
ル
ブ
レ
イ
ス
著
「
政
治
参
加
の
心
理
と
行
動
』

R
・
T
・
ホ
ル
ト
著
『
比
較
政
治
の
方
法
』
（
共
訳
）

W
・
J
・
M
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
著
「
政
治
と
社
会
科
学
」
（
共
訳
）

ク
レ
ス
ピ
ー
、
マ
イ
ノ
ウ
グ
編
「
現
代
の
政
治
哲
学
者
』
（
共
訳
）

S
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
著
『
変
革
期
社
会
の
政
治
秩
序
』
上
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
評
論
社
　
一
九
九
四
年
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
東
京
創
元
新
社

　
　
　
　
慶
慮
通
信

　
　
　
　
　
未
来
社

　
　
　
　
慶
磨
通
信

　
　
　
　
　
未
来
社

　
　
　
　
慶
慮
通
信

　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
　
未
来
社

　
　
河
出
書
房
新
社

　
　
　
　
　
未
来
社

　
　
　
　
而
立
書
房

　
　
　
　
　
時
潮
社

　
東
海
大
学
出
版
会

　
　
　
　
而
立
書
房

早
稲
田
大
学
出
版
部

　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
　
未
来
社

　
　
　
　
　
南
窓
社

　
　
サ
イ
マ
ル
出
版

一
九
六
三
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

↓
九
七
七
年

↓
九
七
七
年

一
九
七
七
年
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法学研究67巻12号（’94：12）

F
・
ノ
イ
マ
ン
他
著
「
民
主
主
義
と
権
威
主
義
国
家
』
（
共
訳
）

（
な
お
同
書
は
一
九
七
心
年
刊
行
の
F
・
ノ
イ
マ
ン
他
著
『
政
治
権
力
と
人
間
の
自
由
』
を
改
題
し
た
も
の
。
）

バ
ー
リ
ン
、
ヒ
ュ
ー
ズ
、
ピ
レ
ン
ヌ
著
『
歴
史
に
お
け
る
科
学
と
は
何
か
』

ダ
ー
ル
、
タ
フ
テ
ィ
著
「
規
模
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

A
・
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
著
「
多
元
社
会
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

D
・
R
・
シ
ー
ガ
ル
著
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
社
会
学
』
（
監
訳
）

G
・
A
・
ア
ー
モ
ン
ド
著
『
現
代
政
治
学
と
歴
史
意
識
』
（
共
訳
）

J
・
リ
ン
ツ
著
『
民
主
体
制
の
崩
壊
』

ハ
リ
ソ
ン
著
『
プ
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
と
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
』

グ
レ
ー
ザ
ー
、
モ
イ
ニ
ハ
ン
編
『
民
族
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』

マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
他
著
『
国
家
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
』
（
共
訳
）

C
・
ベ
イ
著
『
解
放
の
政
治
学
』
（
共
訳
）

R
・
A
・
ダ
ー
ル
著
『
経
済
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
序
説
』

J
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
著
『
エ
ス
ノ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』

S
・
N
・
ア
イ
ゼ
ン
ス
タ
ッ
ト
著
「
文
明
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』

河
出
書
房
新
社

　
　
　
　
三
一
書
房

　
　
　
　
慶
磨
通
信

　
　
　
　
三
一
書
房

早
稲
田
大
学
出
版
部

　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
岩
波
書
店

　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
三
嶺
書
房

　
　
御
茶
の
水
書
房

　
　
　
　
岩
波
書
店

　
　
　
　
三
嶺
書
房

　
　
　
　
　
三
省
堂

　
　
　
　
刀
水
書
房

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
七
九
年

一
九
八
O
年

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
四
年

一
九
八
七
年

｝
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
↓
年
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三
、
法
学
研
究
・
論
文

「
現
代
政
治
と
利
益
集
団
（
一
）
1
そ
の
理
論
的
考
察
ー
」

「
現
代
政
治
と
利
益
集
団
（
二
、
完
）
　
　
そ
の
理
論
的
考
察

「
政
治
の
行
動
論
的
研
究
　
　
そ
の
展
開
と
問
題
　
　
」

「
政
治
的
近
代
化
の
理
論
と
問
題
」

「
政
治
発
展
の
概
念
と
そ
の
分
析
方
法
」

一

第
三
十
五
巻
第
九
号

第
三
十
五
巻
第
十
号

第
三
十
七
巻
第
二
号

第
三
十
七
巻
第
十
一
号

第
三
十
九
巻
第
四
号

九九九九九よ　 エ　 　ニ　　　　ニ　ゐ　　ニ　

ノペ　ノ　　ノ　　ノ　　ノペ

六四四二二
年年年年年
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
新
興
諸
国
に
お
け
る
官
僚
制
の
研
究
」

「
政
治
文
化
概
念
の
成
立
と
展
開
」

「
政
治
に
お
け
る
発
展
と
統
合
」

「
参
加
民
主
主
義
論
序
説
」

「
政
治
科
学
批
判
へ
の
↓
視
角
」

「
政
治
学
に
お
け
る
行
動
論
以
後
」

「
文
化
政
治
論
へ
の
構
想
」

「
民
族
再
考
ー
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
政
治
学
序
説
」

「
政
治
社
会
の
構
造
変
化
i
イ
ン
タ
レ
ス
ト
社
会
か
ら
二
ー
ズ
社
会
へ

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
の
政
治
学
　
　
一
つ
の
政
治
学
論
」

「
森
戸
事
件
と
黎
明
運
動
」

一

第
四
十
巻
第
二
号

第
四
十
三
巻
第
↓
号

第
四
十
四
巻
第
三
号

第
四
十
五
巻
第
八
号

第
四
十
九
巻
第
九
号

第
五
十
巻
第
十
二
号

第
五
十
二
巻
第
九
号

第
五
十
七
巻
第
一
号

第
五
十
八
巻
第
二
号

第
六
十
一
巻
第
五
号

第
六
十
三
巻
第
一
号

一
九
六
七
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
九
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
八
年

一
九
九
〇
年

内山秀夫教授略歴・主要著作目録

　
　
法
学
研
究
・
書
評

R
・
C
・
マ
ク
リ
デ
ィ
ス
「
比
較
分
析
に
お
け
る
利
益
集
団
」

R
・
C
・
マ
ク
リ
デ
ィ
ス
、
B
・
E
・
ブ
ラ
ウ
ン
共
編
「
比
較
政
治
学
論
文
集
』

N
・
リ
ー
マ
i
著
『
民
主
主
義
理
論
の
復
活
』

B
・
E
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
『
比
較
政
治
学
の
新
方
向
』

H
・
エ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
著
『
安
定
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
理
論
』

C
・
ギ
ャ
ツ
編
「
古
い
社
会
と
新
し
い
国
家
』

カ
ー
ル
・
W
・
ド
イ
ッ
チ
ュ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
J
・
ウ
ォ
ル
ツ
共
編
『
国
家
建
設
』

篠
原
一
、
永
井
陽
之
助
編
『
現
代
政
治
学
入
門
』

1
・
ス
ワ
ー
ド
ロ
ウ
編
『
開
発
行
政
』

第
三
十
五
巻
第
二
号

第
三
十
五
巻
第
七
号

第
三
十
六
巻
第
二
号

第
三
十
六
巻
第
五
号

第
三
十
六
巻
第
九
号

第
三
十
七
巻
第
五
号

第
三
十
八
巻
第
二
号

第
三
十
八
巻
第
六
号

第
三
十
九
巻
第
五
号

九九九九九九九九九　ニ　ゐ　ム　 　ニの　 よ　 エ　 よ　 ム　 ム　 　ヱ　

ノ　　ノペ　ノ　　ノペ　ノペ　ノペ　ノペ　ノペ　ノペ

六五五四三三三二二
年年年年年年年年年
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法学研究67巻12号（794：12）

K
・
フ
ォ
ン
・
ボ
リ
ス
編
「
新
興
諸
国
』

M
・
ジ
ャ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
著
『
新
興
諸
国
の
政
治
発
展
に
お
け
る
軍
隊
』

H
・
V
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
著
『
政
治
体
系
』
［
連
名
］

R
・
E
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
『
政
治
の
機
能
分
析
』

山
川
雄
巳
著
『
政
治
体
系
理
論
』

白
鳥
令
著
『
政
治
発
展
論
』

谷
川
栄
彦
著
『
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
史
』

」
・
W
・
パ
イ
、
S
・
ヴ
ァ
ー
バ
共
編
『
政
治
文
化
と
政
治
発
展
』

秋
元
律
郎
著
『
現
代
都
市
の
権
力
構
造
』

中
村
義
知
著
『
現
代
の
政
治
　
　
そ
の
論
理
と
構
造
－
ー
』

R
・
J
・
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
著
「
現
代
政
治
に
お
け
る
権
力
と
参
加
』
、

G
・
シ
ャ
ー
プ
著
「
武
器
な
き
市
民
の
抵
抗
」

稲
上
毅
著
『
現
代
社
会
学
と
歴
史
意
識
』

秋
元
律
郎
著
『
政
治
社
会
学
　
　
現
代
社
会
に
お
け
る
権
力
と
参
加
』

H
・
D
・
ダ
ン
カ
ン
著
『
シ
ン
ボ
ル
と
社
会
』

篠
原
一
著
『
市
民
参
加
』

J
・
R
・
ラ
ベ
ッ
ツ
著
『
批
判
的
科
学
　
　
産
業
化
科
学
の
批
判
の
た
め
に
』

石
田
雄
著
『
現
代
政
治
の
組
織
と
象
徴
　
　
戦
後
史
へ
の
政
治
学
的
接
近
ー
』

今
永
清
二
著
「
福
沢
諭
吉
の
思
想
形
成
』

坂
田
稔
著
『
ユ
ー
ス
カ
ル
チ
ュ
ア
史
　
　
若
者
文
化
と
若
者
意
識
1
」

渡
辺
京
二
著
『
日
本
コ
ミ
ュ
ー
ン
主
義
の
系
譜
」

野
村
浩
一
著
『
近
代
日
本
の
中
国
認
識
』

第
三
十
九
巻
第
八
号

第
四
十
巻
第
四
号

第
四
十
巻
第
七
号

第
四
十
一
巻
第
四
号

第
四
十
一
巻
第
九
号

第
四
十
二
巻
第
一
号

第
四
十
二
巻
第
七
号

第
四
十
三
巻
第
七
号

第
四
十
四
巻
第
六
号

第
四
十
四
巻
第
十
一
号

第
四
十
五
巻
第
十
一
号

第
四
十
七
巻
第
七
号

第
四
十
七
巻
第
十
号

第
四
十
九
巻
第
六
号

第
五
十
巻
第
八
号

第
五
十
一
巻
第
八
号

第
五
十
二
巻
第
二
号

第
五
十
二
巻
第
八
号

第
五
十
三
巻
第
三
号

第
五
十
四
巻
第
二
号

第
五
十
四
巻
第
十
二
号

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
六
七
年

】
九
六
八
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

】
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
七
九
年

．
九
八
O
年

一
九
八
一
年

一
九
八
一
年
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内山秀夫教授略歴・主要著作目録
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－
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－
l
I
！
1
～
I
I
I
I
I
I
ー
ー
I
l
I
t
I
I
I
I
－
I
I
l
I
I
I
I
！
ー
I
I
ー
ー
I
I
I
I
I
I
l
I
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

石
田
雄
著
『
「
周
辺
か
ら
」
の
思
考
』

綾
部
恒
雄
編
「
ア
メ
リ
カ
民
族
文
化
の
研
究
　
　
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

金
石
範
著
『
「
在
日
」
の
思
想
』

森
幹
郎
著
『
政
策
視
点
の
老
年
学
』
、
『
政
策
老
年
学
』

篠
原
一
著
『
ラ
イ
ブ
リ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
　
　
生
活
主
体
の
新
し
い
政
治
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て
』

坂
口
吉
雄
著
『
天
皇
親
政
ー
明
治
期
の
天
皇
観
』

第
五
十
五
巻
第
二
号

第
五
十
六
巻
第
六
号

第
五
十
六
巻
第
十
号

第
五
十
七
巻
第
十
一
号

第
五
十
九
巻
第
三
号

第
六
十
二
巻
第
三
号

　
　
法
学
研
究
・
翻
訳

曹
瑛
換
「
分
断
国
家
と
再
統
一
問
題
　
　
政
策
形
成
に
た
い
す
る
理
論
的
有
意
性
を
も
と
め
て
ー
」
　
　
第
四
十
四
巻
第
八
号

A
・
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
「
南
ア
フ
リ
カ
多
元
社
会
に
た
い
す
る
選
択
肢
と
し
て
の
連
邦
・
連
合
・
多
極
共
存
」
第
五
十
三
巻
第
五
号

ヤ
ニ
ス
・
キ
ナ
ス
「
多
元
主
義
と
《
南
北
》
体
制
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
十
五
巻
第
三
号

H
・
J
・
ウ
ィ
ー
ア
ル
ダ
「
非
自
国
中
心
主
義
の
発
展
理
論
を
求
め
て

　
　
　
第
三
世
界
か
ら
の
も
う
一
つ
の
構
想
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
十
五
巻
第
九
号

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ベ
イ
「
災
厄
と
し
て
の
自
由

　
　
　
西
欧
世
界
に
お
け
る
自
由
主
義
的
個
人
主
義
の
場
合
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
十
一
巻
第
六
号

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
六
年

一
九
八
九
年

一
九
七
一
年

一
九
八
O
年

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年

一
九
八
八
年

　
　
　
法
学
研
究
・
資
料

　
「
政
治
体
制
』
論
の
展
開
I
G
・
A
・
ア
ー
モ
ン
ド
の
論
文
を
め
ぐ
っ
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
十
九
巻
第
↓
号
　
一
九
六
六
年

　
「
政
治
体
系
分
類
論
と
発
展
弁
証
法
ー
F
・
W
・
リ
ッ
グ
ス
論
文
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
四
巻
第
四
号
　
一
九
七
一
年

　
「
ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
年
次
大
会
提
出
論
文
目
録
　
一
九
五
六
年
－
一
九
六
八
年
」

　
　
［
連
名
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
九
巻
第
十
二
号
　
一
九
七
六
年

　
D
・
ジ
ョ
ン
・
グ
ロ
ウ
ブ
「
人
種
ー
民
族
論
争
　
　
　
二
つ
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
国
際
分
析
」
　
　
　
第
五
十
七
巻
第
六
号
　
一
九
八
四
年
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法学研究67巻12号（’94：12）

四
、
法
学
研
究
以
外
・
論
文

「
新
興
諸
国
に
お
け
る
政
治
と
軍
部
」

「
都
市
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
革
新
の
論
理
」

「
『
沖
縄
』
を
考
え
る
」

「
現
代
政
治
に
お
け
る
変
動
の
意
義
に
つ
い
て
」

「
現
代
政
治
学
の
成
立
と
展
開
」

「
政
治
文
化
と
政
治
変
動
」

「
ア
メ
リ
カ
社
会
学
は
状
況
の
現
象
化
が
得
意
」

「
人
間
の
可
能
性
と
し
て
の
民
主
主
義
」

「
三
権
分
立
の
神
話
と
可
能
性
」

「
政
治
学
の
学
び
方
」

「
文
化
と
文
明
の
論
理
」

「
現
代
政
治
学
に
お
け
る
比
較
研
究
の
展
開
」

「
現
代
市
民
の
政
治
理
論
を
求
め
て
」

「
返
っ
て
く
る
沖
縄
、
返
っ
て
こ
な
い
沖
縄
人
」

「
動
員
と
参
加
の
政
治
力
学
」

「
変
転
す
る
政
治
学
の
行
く
え
」

「
政
府
組
織
と
市
民
運
動
」

「
軍
事
独
裁
政
権
成
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

「
政
治
変
動
の
現
代
理
論
を
求
め
て
」

「
革
新
政
治
の
基
本
構
造
」

「
政
策
の
革
新
と
住
民
運
動
の
可
能
性
」

慶
磨
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
著
『
変
動
期
に
お
け
る
軍
部
と
軍
隊
』
（
慶
磨
通
信
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
潮
』
別
冊
「
日
本
の
将
来
」
秋
季
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
週
刊
読
書
人
』
二
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
琉
大
法
学
』
第
一
一
号

1
・
デ
・
ソ
ラ
・
プ
ー
ル
編
『
現
代
政
治
学
の
思
想
と
方
法
』
（
勤
草
書
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
編
著
『
現
代
社
会
と
政
治
体
系
』
（
時
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
月
刊
対
話
』
四
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
経
済
論
壇
』
一
七
巻
九
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
二
八
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
二
八
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
潮
』
別
冊
「
日
本
の
将
来
」
冬
季
号

一
九
七
一
年
度
年
報
政
治
学
『
比
較
政
治
分
析
と
そ
の
方
法
』
（
岩
波
書
店
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
市
民
』
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
週
刊
読
書
人
』
五
月
一
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
二
九
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
月
三
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
世
界
政
経
』
八
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ァ
』
一
二
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
公
明
』
一
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
都
市
問
題
』
六
五
巻
六
号

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年
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内山秀夫教授略歴・主要著作目録

「
民
主
主
義
と
市
民
運
動
」

「
原
理
と
し
て
の
民
主
主
義
の
再
生
と
創
造
」

「
参
加
と
動
員
の
政
治
動
学
」

「
社
会
主
義
体
制
の
比
較
研
究
」

「
参
加
政
治
の
基
本
構
造
」

「
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
持
続
と
変
質
」

「
〈
政
治
神
話
〉
は
崩
壊
し
た
」

「
政
治
参
加
と
現
代
政
治
学
」

マ
・
二
一
マ
ム
文
化
の
役
割
」

「
『
人
間
」
の
存
続
の
た
め
の
『
人
間
』
の
協
同
」

「
議
会
制
民
主
主
義
を
生
か
す
も
の
」

「
日
常
性
の
政
治
学
と
水
俣
」

「
政
治
参
加
の
現
代
的
基
点
」

「
水
俣
と
私
」

「
政
治
的
想
像
力
を
ど
う
つ
ち
か
う
か
」

「
都
市
に
お
け
る
市
民
運
動
」

「
日
本
型
革
新
に
可
能
性
は
あ
る
か
」

「
水
俣
へ
、
水
俣
か
ら
」

「
政
治
に
お
け
る
理
想
と
現
実
」

「
戦
後
史
に
お
け
る
進
歩
と
反
動
」

「
国
民
分
断
の
な
か
で
の
政
治
の
回
生
」

「
“
ひ
っ
ぺ
が
し
人
間
”
の
す
す
め
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
日
本
』
一
〇
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
』
一
〇
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
市
井
三
郎
、
鶴
見
和
子
編
「
思
想
の
冒
険
』
（
筑
摩
書
房
）

徳
田
徳
之
、
辻
村
明
編
『
中
ソ
社
会
主
義
の
政
治
動
態
」
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
政
経
』
四
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
政
経
』
九
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
月
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
一
月
号

　
　
　
一
九
七
五
年
度
年
報
政
治
学
『
政
治
参
加
の
理
論
と
実
際
」
（
岩
波
書
店
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
政
経
』
二
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
週
刊
読
書
人
」
四
月
二
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
公
明
』
五
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
公
明
新
聞
』
一
〇
月
二
日
、
五
日

　
　
　
　
　
　
　
共
編
著
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
構
造
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
日
本
新
聞
」
二
月
一
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
思
想
の
科
学
』
二
一
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
令
編
『
保
守
体
制
』
下
巻
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
思
想
の
科
学
』
四
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
思
想
の
科
学
』
六
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
公
明
』
八
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
世
界
』
一
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
』
一
〇
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
月
二
五
日

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

↓
九
七
四
年

一
九
七
五
年

一
九
七
五
年

一
九
七
五
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
七
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
七
九
年

一
九
八
O
年
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

法学研究67巻12号（’94：12）

「
国
家
の
時
代
と
戦
後
民
主
主
義
の
転
生
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
五
月
一
六
日

「
未
完
の
革
命
と
し
て
の
戦
後
民
主
主
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
』
六
月
号

「
”
ひ
と
”
で
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
に
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
図
書
新
聞
』
九
月
六
日

「
『
企
業
の
社
会
的
責
任
』
の
政
治
学
的
意
味
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
増
刊
「
現
代
の
企
業
」

「
危
機
に
対
応
す
る
民
主
の
論
脈
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
』
一
月
号

「
水
俣
・
下
下
戦
記
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
図
書
新
聞
』
一
月
一
七
日

「
第
三
世
界
と
し
て
の
ア
ジ
ア
ヘ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ァ
』
七
月

「
〈
小
さ
な
政
府
〉
の
考
え
方
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
方
自
治
職
員
研
修
』
九
月

「
国
家
と
民
主
主
義
の
現
在
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
年
度
年
報
政
治
学
『
現
代
国
家
の
位
相
と
理
論
』
（
岩
波
書
店
）

「
民
族
の
基
層
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
』
一
月
号

「
開
発
と
民
主
主
義
は
両
立
可
能
か
」
　
　
　
　
　
秋
永
肇
教
授
古
稀
記
念
論
集
「
現
代
民
主
主
義
の
諸
問
題
』
（
御
茶
の
水
書
房
）

「
成
長
政
治
か
ら
の
脱
却
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
世
界
』
一
月
号

「
現
状
打
破
の
政
治
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
世
界
』
三
月
号

「
生
き
方
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
書
斎
の
窓
』
三
二
二
号

「
戦
後
政
治
の
組
み
替
え
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
越
英
一
教
授
退
官
記
念
論
集
『
政
治
学
と
現
代
世
界
』
（
御
茶
の
水
書
房
）

「
中
曽
根
政
権
の
『
囲
い
込
み
構
造
』
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
三
月
八
日

「
靖
国
「
公
式
化
』
へ
の
政
治
底
流
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
』
一
〇
月
号

「
『
父
性
支
配
』
を
断
ち
切
る
条
件
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
〇
月
二
八
日

「
政
治
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
問
題
は
何
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
公
明
』
一
二
月
号

「
法
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
立
法
・
政
治
コ
ー
ス
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
増
刊
「
法
学
入
門
」

「
社
会
科
学
の
現
在
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
書
斎
の
窓
』
三
三
五
号

「
脱
産
業
社
会
の
政
治
構
造
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
増
刊
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
政
治
」

一
九
八
O
年

一
九
八
O
年

一
九
八
O
年

一
九
八
O
年

一
九
八
一
年

一
九
八
一
年

一
九
八
↓
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
四
年

I
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I
I
I
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I
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内山秀夫教授略歴・主要著作目録

「
政
治
閉
塞
は
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
」
　
一
二
月
号

「
中
曽
根
型
「
協
調
国
家
』
を
糾
弾
す
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
月
八
日

「
福
沢
諭
吉
は
死
ん
だ
、
福
沢
諭
吉
は
生
か
せ
る
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
」
三
月

「
人
間
と
社
会
の
学
と
し
て
の
再
生
を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
三
七
四
号

「
戦
後
史
に
か
ん
す
る
一
考
察
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
商
学
研
究
』
第
二
九
巻
第
二
号

「
新
し
い
知
識
人
へ
の
待
望
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
七
月

「
自
民
党
国
家
か
ら
の
解
放
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
月
刊
社
会
党
』
三
七
〇
号

「
国
家
は
秘
密
を
も
て
な
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
月
刊
社
会
党
』
三
七
六
号

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
岡
秀
夫
、
宮
本
純
男
編
『
「
近
代
」
と
そ
の
開
削
』
（
清
水
弘
文
堂
）

「
い
ま
、
人
間
の
進
歩
を
考
え
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
』
七
月
号

「
高
齢
化
社
会
の
政
治
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
　
　
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
編
著
『
講
座
政
治
学
」
皿
〈
政
治
過
程
〉
（
三
嶺
書
房
）

「
鈴
木
梅
四
郎
と
『
政
戦
録
』
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
磨
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
i
「
近
代
日
本
研
究
』
第
三
巻

「
世
代
体
験
と
は
何
な
の
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
編
著
『
昭
和
同
時
代
を
生
き
る
』

「
沖
縄
　
一
九
八
七
年
夏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
慶
慮
塾
生
新
聞
』
二
月
二
〇
日

「
沖
縄
縣
費
第
一
回
留
学
生
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
第
四
巻

「
何
に
馴
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
』
一
月
号

「
第
三
の
開
国
が
意
味
す
る
も
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
二
月

「
戦
後
日
本
の
テ
ロ
の
系
譜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
思
想
の
科
学
』
七
月
号

「
権
力
シ
ス
テ
ム
と
『
政
治
の
死
』
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
』
一
一
月
号

「
未
練
た
ら
し
い
欲
張
り
の
は
な
し
」
『
塾
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
月

「
未
然
の
日
本
近
代
　
　
天
皇
制
を
手
が
か
り
に
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
一
月

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年
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法学研究67巻12号（’94：12）

「
国
家
社
会
大
学
か
ら
人
間
史
的
大
学
へ
　
　
新
し
い
課
題
設
定
の
た
め
に
」

「
す
り
替
え
ら
れ
た
『
け
じ
め
』
と
「
政
治
改
革
』
」

「
私
学
経
営
と
い
う
こ
と
」

「
学
問
・
学
者
・
大
学
」

「
政
治
の
流
れ
と
社
会
の
意
識
変
化
」

「
情
報
化
の
中
の
文
盲
た
ち
ー
現
実
主
義
と
大
学
」

「
人
間
が
時
代
を
創
る
こ
と
へ
の
希
望
」

「
太
平
洋
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
」

「
福
沢
先
生
と
い
う
人
」

「
日
本
か
ら
の
起
点
」

「
憲
政
一
一
〇
年
の
日
本
と
日
本
人
」

「
新
し
い
啓
蒙
の
時
代
へ
」

「
自
助
と
し
て
の
学
問
」

「
“
ミ
ニ
公
衆
”
（
自
決
責
任
も
つ
大
衆
）
よ
、
い
で
よ
！
」

「
家
族
に
教
育
は
可
能
か
」

「
ソ
連
革
命
を
目
撃
し
て
感
あ
り
」

「
情
報
と
情
報
社
会
へ
の
疑
問
、
そ
し
て
教
育
の
課
題
」

「
学
長
マ
イ
ナ
ス
三
年
」

「
現
代
世
界
と
政
治
理
論
」

「
民
族
現
象
の
現
在
」

「
社
会
改
革
と
し
て
の
生
涯
教
育
」

「
大
学
を
人
に
近
づ
け
る
　
　
一
般
教
育
考
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
六
月

　
　
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
六
月
二
七
日

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
八
月

　
　
　
　
　
　
「
私
学
公
論
』
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
『
新
聞
研
究
』
四
五
九
号

　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
二
月

『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
八
二
巻
特
別
号
H

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
四
月

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
」
四
月

　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
」
五
月

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
六
月

　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
一
二
月

　
　
　
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
一
月
二
九
日

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
二
月

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
九
月

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
二
月

　
『
政
治
的
な
も
の
の
今
』
（
三
嶺
書
房
）

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
二
月

　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
三
月

　
　
　
　
　
　
　
「
私
学
公
論
』
六
月

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年
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「
私
学
公
論
』
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
私
学
公
論
』
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
七
月
二
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
磨
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
第
九
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
七
月
二
七
日
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『
週
刊
読
書
人
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九
月
二
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
聞
研
究
』
五
〇
六
号

　
「
学
生
は
大
学
文
化
の
創
造
者
」

　
「
大
学
が
地
域
を
も
つ
と
い
う
こ
と
」

　
「
『
自
民
党
国
家
』
の
悲
劇
」

　
「
板
倉
卓
造
の
初
期
政
治
論
」

　
「
見
せ
か
け
の
多
党
化
　
ふ
え
な
か
っ
た
選
択
肢
」

　
「
人
類
史
の
中
の
国
家
　
　
共
通
感
覚
の
普
遍
化
に
向
け
て

　
「
五
五
年
体
制
の
終
焉
」

　
　
　
法
学
研
究
以
外
・
翻
訳

　
D
・
E
・
ア
プ
タ
i
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
不
満
」
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
訳
、

｝
D
・
E
・
ア
プ
タ
ー
編
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
現
代
政
治
』
（
慶
磨
通
信
）

　
ラ
ン
ド
ル
フ
・
S
・
ダ
ビ
ッ
ド
「
開
発
独
裁
と
民
衆
運
動
　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
験
に
つ
い
て
」
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八
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七
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「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

　
　
法
学
研
究
以
外
・
書
評

阪
谷
芳
直
著
『
三
代
の
系
譜
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
「
運
動
と
抵
抗
』
上
中
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

渡
辺
京
二
著
『
日
本
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
主
義
の
系
譜
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一

池
田
浩
士
著
『
闇
の
文
化
史
　
　
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
一
九
二
〇
年
代
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

馬
場
伸
也
著
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
国
際
政
治
学
』
、
前
山
隆
著
『
非
相
続
者
の
精
神
史
』
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

ス
ジ
ャ
ト
モ
コ
著
「
開
発
と
自
由
　
　
発
展
途
上
国
の
立
場
か
ら
』
、

R
・
ス
タ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
著
『
開
発
と
農
民
社
会
　
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
社
会
の
構
造
と
変
動
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

二
月
二
二
日

六
月
二
〇
日

一
月
二
八
日

三
月
二
二
日

六
月
一
九
日

一
九
八
O
年

一
九
八
O
年

一
九
八
O
年

一
九
八
一
年

一
九
八
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
四
日
　
一
九
八
一
年
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法学研究67巻12号（’94＝12）

　

一
前
山
隆
著
『
移
民
の
日
本
回
帰
運
動
』

　

｝
永
井
陽
之
助
著
『
現
代
と
戦
略
』

｝　

一
　
一
九
八
五
年
回
顧

　

㎜
　
一
九
八
六
年
回
顧

一　

｝
杉
森
久
英
著
「
明
治
天
皇
』

一一一一［

　
　
法
学
研
究
以
外
・
解
題

「
鳴
呼
二
月
二
十
六
日
』
（
鈴
木
梅
四
郎
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
磨
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
近
代
日
本
研
究
資
料
（
一
）

『
島
田
三
郎
全
集
』
第
六
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
渓
書
舎

「
黎
明
講
演
集
』
（
黎
明
会
）
第
一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
渓
書
舎

『
現
代
社
会
問
題
研
究
』
（
日
本
社
会
学
院
調
査
部
編
）
第
二
五
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
渓
書
舎

『
藩
閥
之
将
来
　
附
教
育
之
大
計
』
（
外
山
正
一
著
）
　
　
　
　
　
　
　
慶
磨
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
i
近
代
日
本
研
究
資
料
（
五
）

　
な
お
、
一
九
八
七
年
以
来
信
濃
毎
日
新
聞
の
「
潮
流
」
欄
の
執
筆
者
で
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
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八
月
二
七
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一
九
八
二
年
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
』
八
月
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一
九
八
五
年
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
「
週
刊
読
書
人
』
二
月
二
三
日
　
｝
九
八
五
年
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
『
週
刊
読
書
人
』
二
月
二
二
日
　
一
九
八
六
年
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「
週
刊
読
書
人
』
二
月
二
日
　
一
九
八
七
年
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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一
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年

一
九
九
〇
年
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九
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三
年

一
九
九
四
年
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